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コ
ロ
ナ
禍
の
相
次
ぐ
緊
急
事

態
宣
言
の
発
令
で
需
要
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
令
和
２

年
産
米
の
米
価
下
落
は
底
な
し

の
状
態
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
兵

器
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
活
動
を

禁
止
し
、
同
時
に
被
爆
者
な
ど

へ
の
援
助
を
行
う
責
任
も
明
記

さ
れ
、
被
爆
国
、
被
害
国
の
国

民
の
切
望
に
こ
た
え
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
核

兵
器
禁
止
条
約
は
、
被
爆
者
と

日
本
国
民
が
長
年
に
わ
た
り
熱

望
し
て
き
た
核
兵
器
完
全
廃
絶

に
つ
な
が
る
画
期
的
な
も
の
で

あ
る
。
市
議
会
に
お
い
て
も
憲

法
の
平
和
主
義
の
精
神
に
基
づ

き
核
兵
器
の
完
全
廃
絶
な
ど
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ま
ん
延
に
よ
り
地
域
経
済

に
も
大
き
な
影
響
が
及
び
、
巨

額
の
財
源
不
足
が
避
け
ら
れ
な

い
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い

る
。

　

国
は
、
令
和
４
年
度
地
方
税

制
改
正
に
向
け
、
適
切
な
措
置

を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

は
２
年
連
続
の
米
価
下
落
に
と

ど
ま
ら
ず
令
和
４
年
産
米
価
格

も
暴
落
し
、
３
年
連
続
の
米
価

暴
落
と
な
れ
ば
大
規
模
経
営
で

も
米
作
り
か
ら
撤
退
す
る
こ
と

願
い
、「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
宣
言
」
を
行
っ
て
き
た
。

　

政
府
は
、「
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
」
と
し
て
核
兵
器
全
面
禁

止
の
た
め
に
真
剣
に
努
力
す
る

証
と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
・
調
印
・
批
准
す
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

提
出
先

　
　
　
　

衆
議
院
議
長

　
　
　
　

参
議
院
議
長

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

外
務
大
臣

提
出
先

　
　
　
　

衆
議
院
議
長

　
　
　
　

参
議
院
議
長

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

内
閣
官
房
長
官

　
　
　
　

総
務
大
臣

　
　
　
　

財
務
大
臣

　
　
　
　

経
済
産
業
大
臣

　
　
　
　

経
済
再
生
担
当
大
臣

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
危
機
的
事
態
か
ら
農
業
者

の
経
営
や
地
域
経
済
を
守
る
た

め
次
の
よ
う
な
対
策
を
求
め
る
。

　

①
米
の
過
剰
在
庫
は
、
政
府

が
買
い
取
る
な
ど
し
て
需
給
状

況
を
改
善
す
る
こ
と
。

　

②
生
活
困
窮
者
・
学
生
な
ど

へ
の
食
料
支
援
制
度
を
創
設
し
、

政
府
が
支
援
す
る
こ
と
。

　

③
国
内
消
費
に
不
必
要
な
ミ

ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
は
、
国
産

米
の
需
給
状
況
に
応
じ
輸
入
数

量
抑
制
を
行
う
こ
と
。

提
出
先

　
　
　
　

衆
議
院
議
長

　
　
　
　

参
議
院
議
長

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

農
林
水
産
大
臣

　
　
　
　

財
務
大
臣

３
件
を
可
決
し
国
へ

　
９
月
定
例
議
会
で
は
３
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
全
て
全

員
賛
成
で
可
決
し
、
衆
議
院
参
議
院
両
議
長
を
は
じ
め
関
係
大
臣
に
提
出
し
、

そ
の
実
現
を
要
請
し
ま
し
た
。（
要
約
し
て
掲
載
）

意 見 書大
幅
な
米
価
下
落
に
よ
る

コ
メ
生
産
者
の
支
援
対
策
を
求
め
る

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

参
加
・
調
印
・
批
准
を
求
め
る

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

地
方
税
財
源
確
保
を
求
め
る

陳
情

意見書・陳情

　

９
月
定
例
議
会
に
５
件
の
陳

情
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

一
迫
、
大
館
六
ツ
寺
地
区
用
排

水
路
の
整
備
に
つ
い
て

　

大
館
行
政
区
長　

松
田　

敏

　

弁
天
、
葉
ノ
木
沢
水
利
組
合

　
　
　

組
合
長　

松
田　

康
雄

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
参
加
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
関
す
る
陳
情

　

宮
城
県
原
爆
被
害
者
の
会

　
　
　

会
長　

木
村　

緋
紗
子

栗
原
市
議
会
に
お
け
る
下
記
事

項
の
議
員
提
案
の
要
請

　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

民
雄

沖
縄
本
島
南
部
土
砂
採
取
計
画

撤
回
に
関
す
る
陳
情
書

　

沖
縄
戦
遺
骨
収
集
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
「
ガ
マ
フ
ヤ
ー
」

　
　
　

代
表　

具
志
堅　

隆
松

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
幅
な

米
価
下
落
に
よ
る
米
危
機
の
改

善
を
も
と
め
る
陳
情

　

宮
城
県
農
民
運
動
連
合
会

　
　
　
　

会
長　

峰
岸　

若
夫

稲の刈り取りに励む農家
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　政務活動費は地方自治法および、栗原市議会政務活動費の交付に関する条例の規定に基づ
き、調査研究その他の活動に必要な経費の一部として会派（会派に属しない場合は議員）に
交付されます。
　栗原市では申請を行った会派に、議員１人あたり月額２万５, ０００円を交付決定しており、
使わなかった金額は年度末に返還することになります。

◎使途基準
　調査研究費：市の事務、地方行財政等に関する調査研究および調査委託に要する経費
　研   修   費：研修会を開催するために必要な経費・他団体等が開催する研修会の参加に要する経費
　資料作成費：政務活動のために必要な資料の作成に要する経費
　資料購入費：政務活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
　広報広聴費：政務活動、議会活動および市の政策について市民に報告するために要する経費・住民からの市政

および会派並びに議員の活動に対する要望または意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費
　会   議   費：各種会議を開催するために必要な経費・他団体等が開催する意見交換会など各種会議の参加に要

する経費
　人   件   費：政務活動を補助する職員を雇用する経費
　事   務   費：政務活動に係る事務処理のために必要な物品購入、使用料等に要する経費
　要　　　請
　陳情活動費：要請または陳情活動を行うために必要な経費

会派または
議員名

( 会派人数 )
新清流 

（６人）
政策フォーラム 

（３人）
社民フォーラム

栗原 
（２人）

五十嵐　勇 三浦　善浩 佐藤　久義

※ R3.1.1 会派名変更

交付決定額（当初） 1,800,000 900,000 600,000 300,000 300,000 300,000

交付決定額（最終） 900,000 450,000 300,000 150,000 150,000 150,000

支　

出　

項　

目

調査研究費 189,374 104,655 39,865 34,885

研修費 46,890 50,020

資料作成費

資料購入費 48,752 84,361

広報広聴費

会議費

人件費

事務費 27,390 27,390

要請・陳情活動費

支　出　額 285,016 132,045 27,390 50,020 124,226 34,885

返　還　額 614,984 317,955 272,610 99,980 25,774 115,115

各会派・議員の政務活動費報告

令和２年度　政務活動費の収支一覧表
（単位：円）

※令和２年度の政務活動費は、新型コロナウイルス感染症の拡大で市民生活や地域経済に大きな影響が出ていることを鑑み、その支
援の財源などに役立てるため半額を減額しています。
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市
議
会
だ
よ
り 子

供
は
風
の
子　

元
気
な
子

宿
泊
業
を
通
し
て
思
う
こ
と

菅
すが

原
わ ら

　礼
れ い

子
こ

さん
（築館）

阿
あ

部
べ

　　功
いさお

さん
（若柳）

　

秀
峰
栗
駒
山
の
駒
姿
が
一
段

と
映
え
る
晩
秋
。
赤
ト
ン
ボ
、

イ
ナ
ゴ
が
め
っ
き
り
少
な
く
感

じ
る
今
年
の
秋
。
９
月
定
例
議

会
も
終
了
し
、
提
案
さ
れ
た
内

容
を
は
じ
め
各
議
員
の
考
え
方

を
当
局
に
詳
し
く
質
問
、
質
疑

し
、
そ
の
回
答
を
議
会
だ
よ
り

を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
報
告
す
る

大
切
な
広
報
誌
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

喜
ん
で
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

委
員
一
丸
と
な
っ
て
編
集
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

鹿
野　

芳
幸

発
行
責
任
者

議　
　

長　

佐　

藤　

千　

昭

広
報
編
集
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

三　

塚　
　
　

東

副
委
員
長　

菅　

原　

麻　

紀

委　
　

員　

鹿　

野　

芳　

幸

委　
　

員　

澤　

邉　

幸　

浩

委　
　

員　

小　

野　

久　

一

委　
　

員　

菊　

地　

広　

志

委　
　

員　

佐　

藤　
　
　

悟

委　
　

員　

三　

浦　

善　

浩

委　
　

員　

菅　

原　

勇　

喜

　

宿
泊
事
業
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
に
伴
う
各
種
助
成
事
業
な
ど
の
ご
支

援
を
賜
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
か
ら
20
年
前
、
当
時
26
歳
で
若

柳
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
を
開
業
し
、
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
現
在
に
至
り
ま
す
。
宿
泊
客

の
多
く
は
、
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係
、
観
光
な

ど
で
訪
れ
る
地
域
外
の
方
々
で
す
。
宿
の
仕
事

は
、
宿
泊
を
通
し
、
地
域
と
地
域
外
を
結
ぶ
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
、
仕
事
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
他
の
地
域
か
ら
来
た
若
い
方
々
と
接
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
、
様
々
な
考
え
、
柔
軟
な
発
想
、
自

由
な
生
き
方
を
し
て
い
て
、
大
変
刺
激
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
他
の
地
域
か
ら
の
若
者
達
と

一
緒
に
、
宿
泊
を
通
し
人
と
地
域
を
結
び
、
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
参
り
た
い
で
す
。

　

子
供
た
ち
に
は
、
家
の
中
で
ゲ
ー
ム
遊
び
よ
り
、

外
で
の
び
の
び
と
遊
び
ま
わ
っ
て
く
れ
る
事
が
望

ま
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
ね
。
そ
こ
で
…
。

①
家
の
近
所
に
子
供
専
用
の
公
園
が
あ
り
、
一
面

人
工
芝
生
、
綺
麗
な
遊
具
で
子
供
た
ち
の
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
が
、
公
園
内
に
は

ト
イ
レ
が
な
く
、
子
供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
同
伴
し

て
い
る
大
人
も
大
変
不
便
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う

で
す
。
せ
っ
か
く
素
敵
な
公
園
な
の
で
ト
イ
レ
が

あ
れ
ば
最
高
と
い
う
親
御
さ
ん
方
か
ら
の
声
。

②
仙
台
の
「
子
供
交
通
公
園
」
を
見
学
す
る
こ
と

が
あ
り
、
信
号
機
や
踏
切
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
を

勉
強
し
な
が
ら
自
転
車
や
三
輪
車
な
ど
で
遊
べ
、

芝
生
で
は
家
族
が
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
見
守
る

姿
に
感
動
。
廃
校
に
な
っ
た
地
元
の
自
動
車
学
校

の
コ
ー
ス
を
活
用
で
き
た
ら
と
思
う
私
で
し
た
。


